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1．ベキ等性による整合度  

階層化意思決走法（AHP）においては，－村比較  

行列からウェイトを推定したときにその一対比較  

行列にどの程度誤差が含まれているかが問題とな  

る．その際に，－村比較行列の整合度としてサー  

ティの整合度が使用される．しかし，それ以外の  

方法でもその整合度を測ることは可能である［2】．  

そこで，本研究では，整合度を測る尺度として一  

対比較行列のベキ等性を利用した整合度を提案す  

る．また，一対比較行列に系統的な誤差が含まれ  

る場合の関係についても考察する．  

●ベキ等性   

一対比較行列の整合性は，各要素について   

勒＝αf摘ノ，brり，た＝1，…，托  

が成立することである．このことは  

叫＝町帖＝1，・‥，乃  

と同じことになる［2］．これは，一対比較行列をA  

としたときに，   

土2  A＝A  
乃  

と表せる．そこで，このベキ等性の関係を使用し  

て整合度を測ることを考える．   

サーティの整合度  

′C′（∫）＝拾宕（…ノ（∫））2 

を提案する．   

）り2  

つぎの図は，Ⅳ（0，α2）からの村数正規分布の誤  

差を持つ－村比較行列において，ベキ等性の整合  

度のパラメータによる違いを示している．  
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図1：各整合度の違い  

2．系続的誤差   

一対比較行列に含まれる誤差として，一般的な  

対数正規分布などを仮定する場合が多い．これは，  

一対比較行列の要素の村数をとったときに，誤差  

の分布が対称分布になることを仮定するものであ  

る．しかし，一対比較行列の作成では，人が同時  

にすべての比較をするために，誤差が系統的に含  

まれる場合がある．ここで，この系統的な誤差を，  

つぎのような関数／によって定める．   

勒＝J（∂り・叫／叫）・  

系統的な誤差のための関数として，次の2つの関  

数を考える．  

1．村数関数型   

九）g（x）＝alog（x＋a－1）＋l－alog（a）  

これは，J（l）＝1，／′（1）＝lとなる凹関数．  

2．指数関数型   

ムxp（ズ）＝あexp（α（ズー1））＋l－ぁ  

ここで，あ＝（ズー1）／（exp（α（支－1）ト1）で，／（£）＝  

ヱとなる凸関数．  

つぎの図は，∂りが〃（0，0・05）から作成した対数正  

入ma叉一乃  
C．J．＝  

Jl－1  

は，一対比較行列からウェイトを推定したときの  
残差として考えること・も可能である．一方，ベキ  

等性からの整合性では，推定の残差としてではな  

く，行列そのものが持つ誤差を示す量として考え  
ることが可能である．  

●ベキ等性の一般化   

また，このベキ等性の関係を一般化して，  
り∫  

仁差 妄 ）   

‘∫一斗  あJバ∫）＝  ，わrJ，ノ＝1，…，乃  

と勒の差として考える．そこで，ベキ等性の整  

合度JCJ（∫）として  
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規分布に従う場合に，10000回比較行列を生成し  

たときの各パラメータにおけるベキ等性の整合度  

の平均値を示したものである．  
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図4：声とjの相関  
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図2‥変換関数んgの場合   
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図5：最適なパラメータの】デー∫t  

4．まとめ  

1．ベキ等性の整合度を一般化して1つのパラメー  

タを導入した．整合度の動きとしては，サー  

ティの整合度と大きな違いはない．  

2．ベキ等性を使用した整合度を使用することに  

より，一村比較行列に系統的な誤差を含む場  

合にその検出が可能である．  

3．一般平均法による推定ウェイトが真のウェイ   

トに近くなるときのパラメータの値と，ベキ  

等性の整合度が小さくなるときのパラメータ  

に関係がある．  
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図3：変換関数んpの場合   

3．一般平均法のパラメータとの関係   

ウェイトを推定する際に利用できる一般平均法  

［1］にも，1つのパラメータがある．  

一般平均法は，つぎの関数を（吉∑軒－）‾り「＝1  
の下で最小化する方法である．  

JIJl  2  
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そのときの推定ウェイトは，各行の‾般平均にな 参考文献  
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この一般平均法の推定ウェイトと真のウェイト（叫）  

からの距経と系統的な誤差の関係については［3】  

で議論されている．そこで，ベキ等性の整合度に  

おけるパラメータと一般平均法のパラメータの間  

の関係を調べた．   

つぎの図4は，先のシミュレーションと同様に  

系続的な誤差を含む－村比較行列を作成し，真の  
ウェイトからの距離が最小となる一般平均法のパ  

ラメータ戸とベキ等性の整合度が最小となるパラ  

メータ言との相関を示す．また，図5はlデー言lの  
ヒストグラムを示したものである．  
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